大分県立歴史博物館利用規則(抜粋)

(趣旨)

第１条　この規則は、大分県立歴史博物館の設置及び管理に関する条例（昭和５６年大分県条例第２３号。以下「条例」という。）第６条の規定に基づき、大分県立歴史博物館（以下「博物館」という。）の利用に関し、必要な事項を定めるものとする。
（利用時間）

第２条　博物館の利用時間は、次の表のとおりとする。

	区　　分
	利　　用　　時　　間

	展　示　室

情報サロン室

図書閲覧室
	午前９時から午後５時まで

(ただし、入館は午後４時３０分まで)

	講　　　　　堂

宇佐風土記の丘
	午前９時から午後５時まで


２　大分県教育委員会（以下「教育委員会」という。）が、特に必要があると認めるときは、臨時に前項の利用時間を変更することができる。
(休館日)
第３条　博物館の休館日は、次のとおりとする。
１　月曜日(その日が国民の祝日に関する法律(昭和２３年法律第１７８号)に規定する休日(以下単に「休日」という。)に当たるときは、その日後において、その日に最も近い休日でない日)
２　１２月２８日から翌年の１月４日まで。(前号に掲げる日を除く。)
２　教育委員会が特に必要があると認めるときは、前項の休館日を変更し、又は臨時に休館日を定めることができる。
(使用期間)
第６条　博物館の講堂(以下「講堂」という。)は引き続き６日を超えて使用することができないものとする。ただし、館長が特別の理由があると認めるときは、この限りではない。
(使用許可の申請)
第７条　講堂を使用しようとするものは、使用日の６０日前から７日前までの期間内に、大分県立歴史博物館講堂使用許可申請書(第１号様式)により、館長に使用の許可の申請をしなければならない。
(使用許可の制限)
第８条　館長は、講堂の使用が、次の各号の一つに該当するときは、その使用を許可しない。
１　博物館の設置の目的に反するとき。
２　営利を主たる目的とするとき。
３　博物館における秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。
４　博物館の施設及び設備(以下「施設等」という。)を損傷するおそれがあるとき。
５　博物館の管理運営上支障があるとき。

